
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１２教区第３４７番海藏庵 

住所：宮城県石巻市尾崎字宮下１５２ 

 

寺院の被害 

・ 津波により本堂、庫裡が全壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 仮設住宅に居住している。 

・ 檀信徒からの寄付は望めない為、市内の物件を購入し仮本堂として使用し

ている。 

・ 檀信徒の希望により本堂は傾いたままではあるが、解体せずに残してある。 

・ 檀信徒が全戸被災しているため、経済的問題を心配している。 

檀信徒の現状 

・ 檀家のある地区は災害危険区域に指定され居住できない為、全戸避難、転

居しほとんどが仮設住宅に居住しているが、居住先は全て把握している。 

・ 転居他の都合により数軒離檀がある。 

・ 被災した檀家の約８割は集団移転する予定。 

地域の現状 

・ 災害危険区域に指定されている。 

・ 電気は８月に復旧する予定だが、上下水道の復旧は未定である。 

・ お寺を含む全戸が集団移転の対象となっている。 

復興の状況 

・ 嵩上げ及び防潮堤等の問題から復旧の目途は立っていない。 

・ 宗教法人であるため移転に際して行政からの支援は望めない。 

・ 集団移転地の造成完了は平成２９年度末の予定。 

・ 今後は仮本堂にて檀務等を行い、檀信徒が程度復興してから移転し再建を

考えている。 

・ 本堂移転地として檀信徒より土地の寄進を受けたが財政的理由により再建

は未定。 

（Ｈ２５.７.２５現在） 

     

（撮影Ｈ２５.１１.４） 


